
Ｑ．

な
ぜ
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る

の
？

Ａ．

本
市
の
「
地
方
行
政
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
地

域
課
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
市

民
の
声
を
適
切
に
反
映
し
た
経
営
方

針
を
定
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
、
し
っ

か
り
と
着
実
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

よ
う
。」
と
い
う
地
方
自
治
法
の
趣

旨
に
基
づ
き
、策
定
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ．

総
合
計
画
の
期
間
は
？

Ａ．

現
在
の
総
合
計
画
（
ホ
ワ
イ
ト

プ
ラ
ン
）
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
に

策
定
し
、
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
十

三
年
計
画
で
し
た
。

新
総
合
計
画
は
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
十
年

計
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ．

総
合
計
画
の
構
成
は
？

Ａ．

総
合
計
画
は
A
基
本
構
想
B
基

本
計
画
C
実
施
計
画
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

A
基
本
構
想
は
、
目
標
年
度
（
平
成

二
十
二
年
度
）
ま
で
の
将
来
展
望
の

方
向
性
を
示
し
ま
す
。

B
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
の
目
標

達
成
の
た
め
の
施
策
な
ど
を
示
し
ま

す
。

C
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
事
業
の
三
カ
年
分
を

毎
年
見
直
し
な
が
ら
推
進
す
る
も
の

で
す
。

Ｑ．

市
民
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
る
の
？

Ａ．

市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か

を
把
握
す
る
た
め
、
次
の
調
査
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
「
市
民
意
識
調
査
」

〈
平
成
九
年
十
一
月
〉

（
二
十
歳
以
上
、
千
五
百
名
、
無
作

為
抽
出
、
回
答
率
六
五
・
五
％
）

◆
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
受
け

て
、「
市
民
の
健
康
と
医
療
福
祉
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

〈
平
成
十
年
三
月
〉

（
二
十
歳
以
上
、
千
名
、
無
作
為
抽

出
、
回
答
率
七
四
・
七
％
）

2

Ｑ．

ま
ち
づ
く
り
会
議
は
一
回
で
終

わ
り
な
の
？

Ａ．

第
一
回
ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、

三
月
中
旬
〜
下
旬
に
市
内
十
八
会
場

に
て
開
催
し
、
六
百
七
十
七
名
（
う

ち
女
性
百
八
十
四
名
）
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
方
々
と
ひ
ざ
を
交
え
た
意

見
交
換
で
は
、
発
言
者
の
経
験
や
知

識
、
価
値
観
に
よ
る
相
違
も
当
然
に

予
想
さ
れ
、
ま
た
、
発
言
に
慣
れ
た

方
、
声
の
大
き
い
方
だ
け
の
意
見
だ

け
で
な
く
、
参
加
者
全
員
が
、
平
等

に
時
間
を
使
用
、
自
由
な
意
見
の
交

換
を
行
う
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

手
法
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
概
要
に
つ
い
て

は
、
五
月
二
十
八
日
、
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、
七

月
初
旬
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

3

白
石
市
で
は
、「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
本
市
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
含
め
、
数
多
く
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
基
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画
（
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
）

で
す
。

現
在
、
新
世
紀
に
向
け
た
新
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
指
針
」（
第
四
次
白
石
市
総

合
計
画
）
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
や
こ
れ
か
ら
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
総
合
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
振
興
課
企
画
係

@
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み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

み
ん
な
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

（
仮
称
）
第
四
次
白
石
市
総
合
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す

・
対
象
者
数
　
一
一
、
九
七
六
世
帯

・
調
査
方
法
　
自
治
会
協
力
に
よ
る

配
付
回
収

・
回
答
数
（
率
）
五
、
九
三
二

（
四
九
・
五
％
）

市
民
意
向
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
別
途
自
治
会
を
通
じ
て
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

一
例
と
し
て
、「
あ
な
た
の
地
域

を
よ
く
す
る
の
に
、
ど
ん
な
こ
と
が

重
要
で
す
か
？
」
の
問
に
つ
い
て
の

回
答
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

を
実
施
し
ま
し
た
。

〈
平
成
十
二
年
二
月
〉

◆
「
市
民
意
向
調
査
」

全
世
帯
を
対
象
と
し
て
、

Ｑあなたの地域をよくするのに、どんなことが重要ですか？

み
ん
な
の
声
は
（
市
全
体
と
し
て
見
る
と
）

医療施設：病院、医院などの医療、救急施設および体制
道路整備：道路や橋などの整備
高齢福祉：高齢者福祉施設の整備
下水道等：下水道や雨水排水などの整備
交通利便：交通（電車やバスなど）の便利さ

１位�
医療施設�

３位�
高齢福祉�

２位�
道路整備�

「
『
や
る
の
か
、
や
ら
な
い
の
か
』

『
そ
ん
な
の
理
想
論
じ
ゃ
な
い
か
』

と
即
結
果
、
成
果
と
い
う
よ
う
な
ご

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ろ
ん
な

方
が
い
ろ
ん
な
お
考
え
を
持
っ
て
、

あ
あ
じ
ゃ
な
い
、
こ
う
じ
ゃ
な
い
と

議
論
す
る
。
夢
の
構
築
ま
で
の
そ
の

プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
私
は
好

き
で
す
。」

ま
ち
づ
く
り
会
議
参
加
者
（
寿
山
地

区
三
十
代
女
性
）
の
感
想
で
し
た
。

みんなと
まちづくり会議

自分たちの地区の自慢できるとこ

ろ、改善したいところなどについて、

数班に分かれての意見交換を行い、

最後に各班からの発表を行いました。

▲数班に分かれての意見交換

「おらほの地区の自慢できるところ

は……」
▲班ごとに意見発表

「私たちの班では……」

1位 2位 3位

白石市全体 医療施設 道路整備 高齢福祉

白石地区 医療施設 高齢福祉 道路整備

越河地区 道路整備 医療施設 下水道等

斎川地区 医療施設 道路整備 高齢福祉

大平地区 道路整備 医療施設 高齢福祉

大鷹沢地区 道路整備 医療施設 交通利便

白川地区 道路整備 医療施設 交通利便

福岡地区 医療施設 道路整備 下水道等

小原地区 医療施設 交通利便 高齢福祉


